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HCG運営委員長挨拶
-一周かれた学際Gウ7オーラムへ向けて-

橋本周司(早稲田大学)

ヒューマンコミュニケーショングループ(HC

G)も設立から4年になります｡学会のソサイエ

(　　ティ制移行に伴い､当時のヒューマンコミュニケー

ション研究専門委員会では､特定の学問領域に制限

されない自由で学際的な研究活動を行なおうという

議論が行なわれ､グループとしての活動が始まりま

した｡現在では､会員も小規模学会に優る数になり､

3つの研究専門委員会と2つの第3種研究会が活発

な活動とともに､グループ大会などの年間行事も定

常的になってきました.

電子情報通信学会がソサイエティに移行する時点

でグループというミニソサイエティの制度を設置し

たのは､論文誌を持たない代わりに小回りの効く運

営で､学会のフロンティア領域を開拓するためであ

ると了解しております｡その意味で現在唯一のグ

ループであるHCGへの期待は大きいものと思われ

ます｡今年度の運営委員長として､これまでの執行

部が築かれたHCGの和気藷々として自由閥連な雰

酷気を新しい伝統として継皐するとともに､さらな

る発展のために運営委員の皆様と努力したいと考え

ておりますo

ところで､最近､次のような事柄が気になってお

ります｡

1)新しい評価基準の確立

HC関係の技術は人間を対象とするため､これま

での技術評価の基準では娼川きれない部分があるよ

うに思われます｡ HCの科学的あるいは工学的な研

究に加えて新しい評価の方法を提案して行く必要も

あると思われます｡

2)民に開かれた研究

上に開通することですが､研究会や論文での研究

発表の他に､非専門家である民衆に直接､成果を問

う仕組みが必要ではないでしょうか｡特に､ HC関

係の技術やシステムは､大衆に提供されて初めてそ

の意義が明確になることがありますo受けを狙うと

いう意味ではなく､大衆に理解され納得されるため

の努力が必要です｡

3 )学際領域の交流の場

HCGでの研究発表には､心理学､福祉学､芸術

家などを始めとして､従来の通信学会とは異なった

分野からの仕事があり､これが工学系への大きな刺

激となっています｡逆に､ HCGの活動が他分野へ

の刺激になることもあるでしょうoこのような異文

化の人々への敷居を低くして､学問の鎖国を排する

努力は常に必要です｡

以上は､いずれもグループの次の展開に関係する

ことではないでしょうか｡

この1 0年の間に工学の方法論､対象も大きく変

わりつつありますo特に､人間と機械･システムと

の関係に関する関心は高まっており､感性､情緒な

ど新しい言葉が工学の論文にも見られるようになっ

てきましたo他学会にも､ヒューマンインタフェ-

ス関連､人間情報関連の研究会が少なからず設置さ

れており,ヒューマンインタフェース学会の設立準

備も進められています｡ HCG会員の皆様の中に

も､これらに関係している方が多いと思います｡ H

CGは,コミュニケーションを標梼しているところ

が大きくこれらと異なるところですが､重なり合う

面も多いと思われますo同じような学会･研究会は､

統合して効率化とグローハリティ　ユニバーサリ

ティを確保すべきである｡学会は元々同好の士の集

まりであるから幾らあってもよい､百花練乱が健全

であるo　などなど､色々な議論がありますo

また､科学技術基本法以来､科学技術研究への予

算投下が増えており､一部では､一種の研究バブル

の感があります｡通信インフラの整備に関連した分

野から基礎科学まで､公共投資に取って代わって､

公的資金を使って行なわれる研究プロジェクトが数

多く遂行されております｡アウトプノトを明瞭に提

示せず予算獲得ばかりが先行すると､いずれ､ -■や

はり､田舎に道路や橋を作った方が良い｡ "などと

いうことになりかねません｡

先に上げた問題は,美はHC研究に固有ではな

く,最近の科学技術に普遍的な問題であるわけです

が､HCGはこれらを考えるのに最も適当な集まり

かも知れませんo学会の裾野を広げ､ 2 1世紀へ向

けて新しい発展を目指すためにも､具体的な研究交

流と同時にこのような議論を‖楽しく■■できる場に

したいと考えております｡
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FG198会議報告
-奈良ピソプル-フにで併催ざる-

間蘭健二(ATR知能映像通信研究所)

1998年4月14- 16 E]奈良県新公会堂でTheThlrd

IEEE InlemaLlonal Conference on AutomatEC Face and

Gesture RecognltlOn､略してFGr98が開催されたo谷

内EE]正彦教授(阪大)がGeneral Chalr,赤松茂氏

(ATR)と私がprogramco-charrをつとめるなど､実

行委員会は国内メンハで固め､さらに国内の関連学

会･研究会に多数協賛をいただきながら運営に関し

てはローカル色をつよめる一方､プログラム委員会

は3分の2を海外の研究者に依頼するなと会議内容

は国際性を維持した企画･運営が行われた0本報告

では主催者側から見た会議の様子をご紹介する｡

はじめに本会議の概要を紹介する｡今回は､顔と

ジェスチヤ自動認識国際会議としては第1回の

zunch､第2回のK)1】lngtOn (米国ハーモント州)に

続く第3回目である｡前回の参加者172名に対し､日

本で開催したにもかかわらず､今回は公称255名の

参加者を数えた｡その2/3は日本からの参加であり､

この分野に関する関心の高さが伺われる｡もとをた

とれば､ 1970年台初頭の金出先生のコンピュータに

よる顔の認識の研究や､東大原島研からATRにつな

がる認識合成通信の研究への流れ､そしてNTT･阪

大.電総研なとによるインタフェースへの応用な

と､顔ヤシェスチヤのコンピュータ処理については

日本は海外に劣らず常に先鞭をとってきたともいえ

るo FGが日本から始まらなかったのが不思議なく

らいである｡

さて､テクニカルセッションは29件のオーラル発

表と67件のポスター&テモ発表があってoセッショ

ン構成は､招待講演が3件､オーラル発表が9セノ

ション､ポスター&デモが毎日1七ノシヨンとなっ

た｡招待講演は､中津良平氏(ATR知能映像通信研

究所)､石川正俊氏(東京大学)､ vICk】 Bruce氏

(UnlVerSlty OfSllrl1ng)の各氏からFace and GesLureを

とりまく､応用､デバイス､心理学の異なる3つの

分野からのメノセージがあったo

Bruce氏は､心理学と計算機による頗認識の比較を

したD生物学的にも適合する額認識処理方法である

という王張がなされるがそれは正しいのだろうか､

あるいはコンピュータによる可能性を知らないまま

占い方法で心理的分析をしていることはないか､と

いう顔に関係する両分野の研究者に対する問いかけ

をしたoFERETプログラム(米国陸軍研究所主導に

よる顔認識研究のイニシアティブ)でよい成績を出

している計算株屋側の2つの手法､すなわち固有顔

に代表される主成分分析と､ガボール･ウェーブ

レットのグラフマッチングを取り上げて心理学的な

分析との関係を調べた結果を報告した｡また,心理

学的にも計算学的にも､複数の画像からの認識過程

がこれから注目さjlるだろうと述べたo

招待講演と一般講演でセッションが満杯となり､

パネルやオーガナイズドセッションはなかった｡そ

れを補う形で､会期の前後にATRで2つのサテライ

トミーティングが開催されたo ｢第5回ATR顔と物

体の認識シンポジウム｣と｢ATR仮想通信環境ワー

クシヨノブーアート･感性とvRの橋渡し-｣の2

つであるoこれらにより､異分野の研究者との交流

や顔について深いデイスカノシヨンの場が提供され　/-ヽ

た｡

FGとして第1匝】のペストペーパー賞はマンチェ

スター大のEdwards, Taylorらの論文｢Leamlng and

ldentlry and Track Faces ln Image Sequence｣に与えら

れた｡個別性の変動と状況(照明､表情､姿勢なと-)

の変動を分離するような追跡手法を､統計的なパ

タ-ン識別手法の延長上に提案しているoなお､ベ

ストペ-パの選定過程で候補にのほった9件の論文

はIrnage and V)sua】 Compu(mg JouTTlaLのFace & Ges-

ture RecogmtIOn特集号(Guest Edllor. Irfan Essa)に

推薦されている｡

今回は奈良県公会堂(通称:ビノグルーフ)を会

場としたo　公立の国際会議場としては設備も､ス

タノフも整い,そこそこ融通が利くoどうやら過去

のいろいろな会議主催者からのクレームで徐々に改

善しようと努めているようである｡まだ注文したい

ことはいろいろあるが､会場費が安いのがなんと

いっても助かるQ奈良公園とつながる美しい庭園

は､会議の合間に疲れをいやしてくれる｡その庭園

で初日にレセプションを企画したが､あいにくの雨

で室内開催となって､まったく残念であったo日本

でもガーデンパーティができることを海外の研究者

らに示せる､最適の場所だったのだが｡

次回は再びヨーロッパに戻って､99年9月初旬に

プルノーブル(フランス)で開催される予定である

が､ tccvの期間にあわせて会期を調整しているよ

うであるo投稿予定の方は再確認をお忘れなく｡言

語と旅費の壁はあるが､日本からのユニークでしっ

かりした研究が発表され､この分野の研究開発が継

続して発展していくことを厭っているo

上記のほかに､実行委員の労をとられた､萩田

(NTT)､八木(阪大)､横谷(奈良先端大)､大谷

(ATR)､森島(成棋大)の各氏､アルバイト補助の

谷内田研および横谷研の学生諸君､奈良コンペン
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シヨンビューローから派遣されたボランティアの

方々､事務局の本庄さん(NTT)の名前をあけ感謝

とさせていただくo萩田氏には会読終了後も決算報

告の作業が続き大変お世話になった｡

会場となった奈良県公会堂｡ 1枚の大屋根なので写

真でみただけではそのスケールはつかみがたいo

FG98のトレードマーク

FG96で使われたデザインに歌舞伎の体をつけたo

ハンケノト会場となったレセプションホールを埋め

る参加者｡ FGのSleer]ng Commlttee Mernberである

ThoTnaSHuang教授(イリノイ大)とpetersEuckl教

揺(チューリノヒ大)の顔が見えるo

HCGの活動現況
-1登銀会月数はi'ケ千名-

庶務幹事長谷Jrl悼(電総研)

1｡運営体制

HCGは新ソサイエティ制度の下で唯一の研究グ

ル17-であり､平成10年度はグループ運営委員会+

3つの研究専門委員会+ 2つの第3種研究会+顧問

の先生方という体制で運営されています｡グループ

の登録会員数は現在のところ約千名で､毎年増加す

る傾向にあります｡

以下に､平成10年度の運営体制を示します｡

< HCG運営委員会>

委員長　橋本周司(早大)

<研究専門委員会>

ヒューマンコミュニケーション基碇(HCS):

委員長　西田正吾(阪大)

ヒューマン情報処理(HlP).

委員長､乾敏郎(京大)
･マルチメディア･仮想環境基礎(MVE):

委員長　岸野文郎(阪大)

<第3種研究会>

顔画像処理研究会●

委員長　森島繋生(成探大)

手話工学研究会:

委員長　大下鼻二郎(信州大)

<顧問>

塚田啓一(松下電産)､原島博(東大)､

遠藤隆也(NTTアドバンストテクノロジー)､

淀川英司(工学院大学)

2｡活動状況

HCGの活動は､●各研究専門委員会による研究会

開催､●総合大会/ソサイエティ大会への参加とグ

ループ企画の運営､ ●HCG大会の開催､ ●ヒューマ

ンコミュニケーション関連のシンポジウム/技術セ

ミナー/講習会の企画/運営､ ●各種国内/国際会

読の協賛/共催､を主な柱としています｡平成9年

度の活動実績は､上記の記載順に各々●第1種研究

会15回､第3種研究会6回開催､ ●大会での各研究

専門委員会によるセノションの設置､パネル企画

｢情報家電の姿｣の開催､ ●HCG大会の開催(3/12-

13､於:早大)､ ●技術セミナー｢GUIのこれから｣

の開催､ ●cHr98協賛,シンポジウム｢頗｣共催な

ど､でした｡いずれの企画にも多数の参加があり､

ヒューマンコミュニケーション分野への関心の高さ

が窺われました｡

平成】0年度も各研究専門委員会の定例研究会は

もちろん､グループ企画としてのセミナーや講習会

が計画されています｡学会誌の会告や本グループの

ホームページを御参照の上､是非奮って御参加下さ

い｡ (URL･ htlp //www lelCe OrJT)伽g/jpn/)

30 HCG会員登録(無料)のお勧め

本グループへの会員登録は無料です｡HCGの活動に

こ興味のある方は､学会誌綴じ込みの用紙もしくは

電子メールなどを用いてぜひご登録下さいo登録会

員の皆様には､グループの活動に関連した各種の御

案内やニュースレターなどが送付されますo
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手話工学研究会活動紹介
一一sLgndeズがCD-ROM化一一

幹事　長嶋祐二(工学院大学)

皆さん､お久しぶりです=

第3種研究会のS 1 LEです｡

昨年度は研究会を工学院大学

を皮切りに那覇､兵庫教育大学､

郵政省通信総合研究所において

開催しました.今年度は､工学院

大学､武蔵野市民ホールで開催

し､今後､北陸先端科学技術大学

院大学などでの開催を予定していますo研究会の主

な活動としては､昨年度当研究会が公表したサイン

デノクスVlをもとにしたCD-ROMを作成しまし

た｡また､それをもとにした例文作成を開始してい

ますCサインデノクス(Slgndex)とは､当研究会が検

討を重ね､一つの手話形に対して一つの｢ラヘル｣を

付与したものです｡いわば手話の形から引く辞書の

見出し語です｡手話の動きのひとまとまり(手話語:

音声言語の単語に近い)に対して日本語に引きずら

れない共通ラベルを付けました｡匡】際的電子ネノト

ワーク時代に通用する形式となっていますo昨年度

はサインデノクスと手話動画を対にしたビデオ画像

約500語を公表しましたが､ CD-ROM化することに

より､コンピュータによる検索　再生がより簡単に

できるようになりました｡手話をこのサインデノク

スで記述することにより､手話研究者間の情報交換

が盛んになり､手話の構造や文法の解明なとの基礎

的研究が大きく進むことを期待しています｡なお､

このCD-ROMは研究者の方々に配布しましたoまだ

若干残部がありますので､こ希望の方は下記の問合

せ先にご連絡下さい｡

今年度より､さらにこのS'gndexをもとに例文作

成を行うためのワーキンググループを発足させまし

たc slgndexの語柔が手話文ではどのように表出さ

れるかを明確にするためのものですD日本語では同

じ単語でも､手話では文脈により表現が異なること

が多いためです｡この例文集も逐次研究者に公開し

ていく予定ですoワーキンググループでは夏に2泊

3日の合宿を行い､例文を検討して88例文を作成

し､テスト画像の収毒講を行いましたD引き続き現在､

用例の追加汁官業を進めていますD当研究会では､各

方面の研究者の方々にも積極的に参加していただき

たいと思っておりますo参加希望･slgndexVICDI

ROMなと-のお問い合わせは下記までお願いいたし

ます｡ S】le-Jlmu@】CSd4 U Ch】ba-u ac Jp

http 〝Bach lCSd4 tJ Chlba-u ac Jp/SILE hLmJ

顔画像処理研究会　報告
一一最終年度に突入一一

委員長　森島繋生(成棋大学)

顔画像処理に関する第3種研究会の活動も3年員

の最終年度を迎えました0分野の障壁を越えて様々

な方とお会いしデイスかノシヨンする機会が得られ

大変有意義な時間を持つことができたと思っていま

す.また参加者も回を重ねるに従って増加傾向にあ

り､この分野への関心の高さが伺われますD今年度

予定の4回の研究会のうちの3回は終了しました｡

第1回目は4月1日､青山の日立製作所デザイン

研究所で行われました｡まず高月氏から概要説明が

あり､sIGGRAPH96で話題となったデモ等を拝見し

ました｡次に新井氏から､やはりsIGGRAPH97で論

文発表された｢TOUR INTO THE PICTURE｣の講演

を頂き､さらに｢サイハ-文楽｣に関する講演と続

きましたoそのまま近所の居酒屋で懇親会となりま

したが,研究と現場という2足の草鞍を履く本音の

苦労話をお聞きできて非常に有意義な時間を過こす

ことができましたo参加者は3 1名でした｡

第2回は6月29日に五反田のナグモクリニック

を舞台に行われました｡まず南雲委員長のご厚意に

よってクリこノクでの参加者の顔面構造の診断から

始まりましたo　この日クリニックは貸切り状態で､

未知の体験に参加者は興味深々でした｡顔の3次元

計測装置､頭部骨格モデル作成装置等を見学し､南

雲先生自身による｢美容整形の観点から顔をどう捉

えているか｣について講演を頂きましたoまた工学

屋からの代表として｢見方肉と骨格をシミュレートす

るモデル｣について橋本運営委員長から講演いただ

きました｡この日の参加者も3 1名でしたo

第3回は9月25日に大阪大学にて行われまし

た.まずイメラボの大村研究グループの望月氏から

｢人工技能｣というテーマでお話頂いた後､谷内田研

究室を見学､さらに千里中央のイメラボに移動して

谷内EElグループ,井Hグループ､志水グループの紹

介と見学を実施しましたo激しい雨にも関わらず､

2 3名の参加者を数えました｡

｢顔｣は今後も活発な研究領域を形成すると考え

られます｡ 3種研究会終了後も何らかの形で活動を

継続したいと考えております｡

編集後記

本年度は､ 2回のニュースレターの発行を予定

しています0本号および今後のニューズレターへ

のご意見やご提案がございましたら､編集幹事

森島(sh■geo@ee selkel.acJP)までお寄せくださいo
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